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《2026 年 7－9 月期の FDI 認可額は前年同期比 123.2%増の大幅な増加》 

ベトナムの 2026年 7－9月期の FDI（Foreign Direct Investmentの略で海外資本のベトナム国内へ

の直接投資を意味する）認可額（推定値、以下同様）は前年同期比 123.2％増の 157.1 億ドルに拡大し

た。7－9 月期の電子機器・コンピュータ部品の輸出額が同 76.1%増と大きく伸びており、FDI 企業に

よる一段の供給力増強が愁眉の急となっているようで、FDI 認可額の中でも特に新規認可額が同

283.5％増の 118.5 億ドルと急増している。なお、このような FDI 企業の積極的な投資の動きは、グロ

ーバル IT 企業のサプライチェーンにおけるベトナムのポジションが一段と確固たるものになった可能

性を示唆するものと理解することができるだろう。また、このような積極的な投資決定が、2026年 2月

以降の中東の混乱の渦中にあっても進んだことも評価に値するだろう。 

一方、FDI 実行額は同 13.6％増の 80.4 億ドルとなった。実行額の先行指標である認可額が急増して

いるのに対し、前年同期比で 10％を超える水準の緩やかな伸びが続いている。認可された投資が実行に

移行するまでには用地取得や工事の認可などの手続きといったプロセスがあるうえ、実際に工事を担当

する業者の供給能力も実行への移行を制約する可能性があり、今後も認可額に連動して急激に伸びる可

能性は低いと考えられる。ただし、AIを中心とした世界のハイテク産業の成長が継続し、グローバル IT

企業のサプライチェーンにおけるベトナムの魅力が高まるのであれば、認可された投資は時間の問題で

実行に移され、ベトナムの GDP成長を牽引することは十分に期待できるだろう。 

ベトナムが官民を挙げて次のステージに備えていることも評価する必要があるだろう。IT 産業のグ

ローバルサプライチェーンにおける一定のポジションをつかんだうえで、人材育成を軸に半導体の組立

工程への進出といった動きがみられ、ハイテク産業を中心とした中長期的な経済成長の持続性を高める

動きも見落とすことはできないだろう。 
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図表1 FDI実行額と認可額の推移

実行額 認可額

百万ドル

出所 各種資料をもとに当社作成

注 Q1は1ｰ3月期、Q2は4‐6月期、Q3は7‐9月期、Q4は10－12月期を表している
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図表2 FDI実行額と認可額の前年同期比推移

実行額

認可額

出所 各種資料をもとに当社作成

注 Q1は1ｰ3月期、Q2は4‐6月期、Q3は7‐9月期、Q4は10－12月期を表している


